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優先度による実行ジョブの決定

実行可能なジョブが複数ある場合、以下の順序で優先度を評価し、実
行ジョブを決定

例：CPU数が少ないジョブを優先実行 (①～④の順に実行)

キューの優先度 > リクエスト(ジョブ)の優先度 > 投入順番

実行可能ジョブが複数存在する場合、優先度により
実行ジョブを選択
実行可能ジョブが複数存在する場合、優先度により実行可能ジョブが複数存在する場合、優先度により
実行ジョブを選択実行ジョブを選択

実行中ジョブ②①
キューＡ
最大CPU数=2,
キュー優先度=30

実行可能ジョブ

各キューの選択範囲

実行制限, 空き資源チェックが
ＮＧであったジョブ

実行待ちジョブ

③ ④
キューＢ
最大CPU数=16,
キュー優先度=20

キューＣ
最大CPU数=128,
キュー優先度=0

リクエスト優先度/投入順序高 低
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資源の重み評価による実行ジョブの決定

ジョブ実行に必要な資源をファクタとし、資源毎の係数（ランク）と指定した資
源量に応じた値（ファクタ値）を定義

以下の評価式により算出された評価値が最大のジョブを最優先に実行

例：CPU数が少なくラージページメモリ量の少ないジョブを優先実行

101025～100～10245ラージペー
ジメモリ量

105～100～410CPU数

ファクタ値指定値ファクタ値指定値ランクファクタ

評価値 ＝ Σ（ファクタ i のランク × ファクタ i の値）
i = 1

n

ジョブが要求する資源の重みを評価して実行ジョブを決定ジョブが要求する資源の重みを評価して実行ジョブを決定ジョブが要求する資源の重みを評価して実行ジョブを決定


